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Abstract

As the radio telephone

itgives rise to the demands

Can meet better eachgiven

Whose serviceis con丘ined to

equipmentsonthe150Mcbandcomeintoawideruse,

for many different shapes and characteristics,Which

application･Forinstance,for use on the automobiles

City or other areas within relatively short range of
the五Ⅹed station,SuChlarge transmission output as25Wisconsideredexcessive

and oftenit occurs that theuseof the type oflesser power consumption and

Weightis preferable･Type SEM]01FM Radio Telephone Equipment hereinin-

troduced employs mT tubes which have been reducedin size and weight.The

equlpment has realized a great practicality,Since,While the power consumption

is restricted toitslowest,it affordslOW as transmission output.From such
featuresitis expected thatin the nearest featureit willbecomeinseparable

attachmenttoautomobiles,Sidebysidewith25Wequlpment.

〔Ⅰ〕緒 盲

先に本誌上で発表(1)(2)したPM-111乱PfLlll型お

よびその性育巨を格段と改良して量産されたSEM-251埜

25Ⅵ｢移動用,SEト501型50W固定肝3)っいで用途上

の要求から構造を変更して量産されているSEM仙252塾

25W可搬固定局用,SEM-253型25W移動局用(4)150

Mc-FM無線電話装置はSEM-016型ウオーキート←キ

←(5)とともに日立FM無線電話回線を綜合的に構成し

て顧客のあらゆる御要望に応じて現在官公庁,民間会社

その他における重要な通信の使命を果している｡近時こ

の間波数滞の無線機ほ完全に実用状態に入り各方面に普

及するとともに使用状態に最も適合した形状および性能

の無線機が需要者の要望となってきた｡すなわち都市内

その他において比戟的国憲局から近距離内の行動をする

自動車においてほ従来の25W移動用装置ほど大きな送

信出力は必要としないので,むしろ小型, かつ電源

消費量の少ない装置の方が好ましい場合もしばしばあ

る｡こゝに発表するSEM-101型FM無線機ほミニア
*

日立製作所戸塚工場

チェアー管を使用することにより装置を小型軽量化し,

電源消費量を最低に抑えながらその 信出力ほ10Wが

得られるきわめて実用的な装置で,近い将 には 25W

移動装置と相まって各種目動単に装備されて本機の持つ

特長を十分に発揮し,活躍することが期待される｡

以下その概要を紹介して大方諸賢の参考に_資すること

にする｡

〔ⅠⅠ〕装 置 の 概 要

(り 概 要

この装置ほ148～170Mcの→波において使用される

7k晶制御超短波周波数変調無線電話装置で,装置を構成

する主要部分ほつぎの通りである｡

(a)SEM-101型無線機本体シャーシ部......1

信穫,受信機,電源装置を同一シャ←シ上

に配置)

SEM-101型無線機外筐

SCM-1型移動用制御器…………….1

(SP-1塾移動用スピ←カー,特殊4号4芯送

受器,附属)



1258 昭和29年8月 日 立

(d)移動用空中線……………………‥1

(e)移動用餞電線‥…

(f)電池ケーブル‥‥…

...1

,1式

(g)制御ケ←ブル……………………‥1

(b)附属品および予備品………………1式

本装置の構成は第l図の通りで,一体となった装置本

体を自動 の格納精その他適当な位置に収容して,移動

用制御署斯こより運転席にいながら,

止,受 磯の音量,スケルチの

受信機の起臥 停

整,緊急呼出信号の送

受信,プレストーク式通話等いつさいの操作ができる｡

装置の外観は第2図に見える通りで,装置を制御する

SCM-1型移動用制御器の外観は第3図の写真に示す通

りである｡

(2)特 長

この装置ほ緒言にも述べたように小型,軽量かつ電源

消責の少ないという大きな特長を持っているが,さらに

列記すればつぎの通りの特長を持っている｡

(A)構

(i)

造

受信横および電瀕部が一つのシャーシに装着さ

れているので小型であるとともにまとまりが良く,

各ユニットをケーブルで接続する必要がないから,

ケ←ブルの断続事故を防止することができる｡

(ii)装置各機器の形状重量は第1表に示す通り小型軽

量化されている｡すなわち同じく移動用に使用され

るSEM-251型25W装置と比載すると占有床面積

は約28%,高さは約8%,重量では約37%小型軽

量化され,かつ送信出力10Wを得ている｡

布酌用空中線

第1図

Fig.1.

SEM-101型移動局∃妾続系統図

Schematic Diagram of Type SEM-

101Mobile Station

第36･巻 第8号

(iii)各調腰部および発電動機,フューズなど日常の保

守点検に必要な部分はすべてシャ･-シ上に工合良く

配置されているので,送受信機を装置したままの状

態で外筐の蓋を外して の調整,発電動 の

点検,ヒューズの交換などの保守が容易にできて取

扱に便利な 1ヨ.である｡

第2図 SEM-101型移動局装置の外観

(左からスピ㌧-カー,送受信機,送受器,

移動用制御器)

Fig.2.Exterior View of Type SEM-101

Mobile Statjon Equipment(from

the Left,Speaker,Transmitter-

Receiver and Mobile Controller

第3図

Fig,3.

SCM-1型移動用制御器外観図

Type SCMrlMobile Station

Controller

第4図 SEM-101型移動用送受信装置

の内面

Fig.4.InteriorView ofType SEMLlOI

Mobile Station Transmitter-

Receiver Equipment
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(iv)防震脚は特にジ←プなどに装着した場合の震動を

して設計製作され,その構造ほ外 を天然ゴム

で成型して内部には震動吸収用のフォームラバーを

充填してあるので実用時の防震 果はきわめて良く

年月の使用にもその構造が劣化することがない

(Ⅴ)移動用制御器の機構は小型堅牢かつ体

部点検がきわめて容易にできる構

信機回路

陸上移動専用,海

芙で内

となっている｡

移動共川,海上移動専川のノごJ

波数帯の需要にん己二じ得るように送信周波数滞ほ148

～170Mcに拡張されている｡

(ii)すべての回路は長年にわたって慎薫に検討されて

いるとともに新しく開発された田力回路の 用によ

電力を最低に抑えてかつ出力10Wを得てい

(iii)電力増幅および励掠†酎こ2E26 を使用している

以外ほすべてミニアチュアー管を佐川Lて′｣ 化を

り,周波数逓倍段には復合真空管回路を使用して

真空管数の減少を計ってある｡

(jv)変調回路はリアクタンス管による一段特殊位相変

よる周波数変調回路で長年の検討さ険に加えて

さらに再検討し,回路使用部品を選定してあるので

変調能率良くその直線性は最高の性能を杓ってい

る｡

(Ⅴ)周波数逓倍段は各同調回路,部品配置を慎重に検

討してあるので不正幅射ほきわめて少ない｡

(C)受信機回路

受信機の性能は先に本誌上で紹介した(3)SEM-501型

251型および本誌姉妹誌｢日立｣にて紹介した川SEM【

252塑,253塾と同性能で,ミニアチエア←管を佐川す

ることにより小型化を計っている｡大きな特長を挙げる

とつぎの通りである｡

(i)第2中間周波増幅前段に高性能の帯域濾波器を挿

入することにより通過帯域幅を減少させることな

く, 択度を尖鋭にして,近接通信一路の増加による

混信妨害を完全に阻｣.I二している｡

(ii)第1局部発振用水晶i･ま恒温槽入りで,周波数偏差

が少く,逓倍数が少いため不用感度が低い｡

(iii)高周波増幅回路は十分検討されて,入力回路は

山gb C回路とし,

して復同

選択度特性が頂い｡

度はきわめて低い.二

増幅段で同軸共振器を縦統接続

口了しているため,高相渡の利得

このため感度良くしかも不用感

(iv)スケルチ回路により受イ言機佐用渡増幅管6AQ5

のスクリ←ン電圧を切ってあるため受信待受持の消

費電力がきわめて少ない｡

第1表 機 器 の 寸 法 重 量 表

Tablel.Dimensions and Weights of

Components

(Ⅴ)回路全般にわたりデカップリング用CRバイパス

柑Cなどの部品が選定検討されMP 有を器電蓄

使用するなどの考慮を払っているため使用部品数が

少なく,配線が整然と行われていて保守取扱が容易

である｡

なお6V蓄電池により本装置を使用してその所要電流

ほ受信待受時約20A,受信特約21A,10W送信時約

26Aであって,これを同じく移動脚こ使用されるSEM

-251埜25W移動用装置と比蕨すると受信時の電流は

約12%,送信時の電流は約42%少なくて良い｡したが

って従来のSEM-251 型程度の送信出力を必要

としない比載的近距離の移動通信用として本装置は最適

である｡

本装置附属機器 の特長ほ先に承諾上で紹介した(3)S

EM-251型移動用装置と同じであるからこゝでは省略す

る｡以下装置の主要部である送信機と受信機とについて

説明する｡

〔ⅠⅠⅠ〕送 倍 機

第5図(次頁参照)にその回路構成を元す｡シャ←シ

上の実装状態ほ第4図の写真に見える通りである｡

性能概要

仁り■司渡数……148～170Mcの一波

周波数偏差 恒温糟付7k晶発掛器使用,

周囲温度-20～50〇Cに放て偏差0･005%

以下

周波数逓倍数･･･‥･

搬送波出力‥.‥‥.

‥‥24

.10W

整合空中線インピーダンス 75β高周波同軸

ケ←ブルを介して定在波比2以下の負荷

(f)変 調 方 式リアクタンス管を 用した

一段特殊位相変調による周波数変調でⅠ.D.

C.回路付

周波数….. …･･300～3,000へJ

最大周波数 移 ±15kc,変調周波数1kc

まで,最大位相偏移±15kc

変調入力 80%変 に対する変

周波数1kcにおいて-4±3db

入力
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第5図

送信機回路構成図

Fjg.5.

Block Diagram of

Transmitter

(j)変調周波

変調入刀

特性 変調周渡数1kcを基準と

して0.3kcでLlO±3db,3kcで0±3

db以内

(k)変調入力インピーダンス……‥40J2±20J2

(1)最大占有荷域幅………………‥ 45kc

(m)振幅変調含有率………………1%以下

(n)変 歪 率 変

時の歪は5%以下

(0)残在雑音変調 変

周波数1kc80%変

波数1kc80%変調に

比して
-45db以下

(p)不正栢射強度 搬送波に比して-60db以下

(q)入 力 定 格

第1高圧……D.C.350V

第2高圧……D.C.250V

低 圧…… 6V

(r)使用真空管 6AU6×2,

80mA以下

100mA以下

4A以下

6J6×1,6A

Q5×1,2E26×2,6AL5×1,12AX7×1

合計8球

(2)回路構成

本機の回路構成は第5図のように発振部,変 部,周

波数逓倍部,電力増幅部およぴその他の部分の6つの要

素から構成されている｡

以下その特長のある点について説明をつけ加える｡

(A)変調回路

本楼の変調回路ほ先に本誌上(3)で解析した単同調回路

とリアクタンス管による位相変

本変

方式を採用してある｡

方式における理論的歪率は太誌上(5)で解析した通

り100%(15ラヂアン)変 時約10%であるが,同

回路の灘調度と位相回転の関係の非直線性をリアクタソ

ス管回路の動作で補償して綜合した変

特殊位相変調回路により,変

樽陸を改善する

管1本で80%(12ラヂア

ン)変調時の歪率5%以下という特性を得ている｡

太機で採用している変調回路ほ使用真空管を 6AU6

蟹
垣
腫
へ
貞

｣
(
卜
-
ト
漂
匝

空中線リレ｢

に変えた点を除きさきに本誌上(3)に紹介した SEM251

弛およびSEF-501塑無線機の変

で詳細説明は省略する｡

(B)周波数逓倍回路

回路と同一･であるの

複合管および電力消費の比較的少ない真空管を選ん

で,6J6一サ6AQ5→2E26→2E26の遁倍回路を構成さ

せている｡6AQ5->2E26-→2E26の配列に対して特に

入念な基礎実験を行い,2E26により能率50%以上で

150Mc 帯の搬送波を発射できる回路が検:討された｡本

機においては 信高圧350V80mA以下の規格で十分

の余裕を以て出力10W以上を得ている｡

最終逓信管2E26および電力増幅管2E26の出力側

の150Mc

26およぴ

同 回路ほ先に木誌上(3)で解析した通り2E

信機の構造上の問題から第占図の回路方式に

より同調を取っている｡

[ⅠⅤ〕受 信 機

受信機はミニアチュア←管を使用していることを除け

ば電気的性能ほ先に森誌上で紹介したく3)SEM-251型無

線機と同等の高性で回路構成は第7図性能概要は下記の

通りである｡

(り 性能概要

(a)受信周波数‖.‥.148～170Mcの一波

ん朗紺

寸ヱタ♂
●

第6図 2E26 の 同 期 回 路

Fig.6.Tun:ng Circuits of2E26
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(b)

(c)

(g)

(b)

(j)

(j)

(k)

(ユ)

(m)

(n)

(q)

(2)

周波数安定度 第1局部発振

器は恒温糟付水晶発振器位

相,周囲温度 -20～+500C

において偏差0.005%以下

第1局部発振水晶 渡数

受信用渡数-7.5Mcの1/12

第1小間周波数……7.5Mc

第2中間周波数……455kc

受信帯域幅……..6db

低下にて±20kc

選 択 度….40kc離

れて80db以上

スケルチ動作入力信号電圧

0･5〃Ⅴ以下,5/∠Ⅴまで

整可能

擬似周波数感度

度

-70db以下

1261

第7図 受 信 機 回 路 構 成 図

Fig.7.Block Diagram of Receiver

20db雑音抑圧入力信号電圧0.5〃Ⅴ以下

信号対雑音比 入力信号電圧0.5/上Ⅴで15

db以上,5/LVで35db以上

周波数特性 変調周波数1kcを基準と

して0.3kcで10±3db,3kcで0±3db

以内

最大無 出力10%歪のⅢカほインピーダ

ンス600J2で1.5W以上

受信入力インピ←ダンス 75J2同軸ケ←ブル

を介して75J2空中線に適合し得

低周波出力インピーダンス
‥.…‥..600β

入 力 定 格

圧……D.C.250V

低 圧…… 6V

使秤=真宗管 6AK5×5,

6BE6×1, 6AL5×1,

6AQ5×1,LS､2Bxl

回路構成

130mA以下

4.4A 以下

6AU6×6,

12AX7×2,

合計17球

受信機ほ第7図のようiこ高周波増幅部,第1局部発振

部,第1混合部,第1中間周波増幅部,第2混合発振部,

第2中間周波増幅部,振幅制限部,周波数弁別部,低周

波増幅部,スケルチ制御部,その他の部分の11の要素

より構成されていることは他の受信機と同様である｡

(A)高周波増幅部

本機も他の塾のFM受信機と同じく高周波部の選択度

を上げて擬似周波数感度を改善してある｡すなわち入力

回路をhighCとして実効Qを高くし,増幅段では同

軸共振器による複同調方式を採用して選択度を上げてい

るため綜合的に第8図のごとき尖鋭な選択特性がえられ

ている｡

以下高周波部の選択度について説明を加える｡

(a)LC集中定数回路の選択度特性

150Mc鞘の高周波同調回路においてほ第9図(次頁

参照)に示す通りインダクタンスとしてコイルまたほ同

軸管が使用される｡本様においても他の日立 FM無線

ーZ イ ♂ /

周派数｢此り

一二+一息ん仇トー→十

第8図

Fig.8.

高周波部選択度特性の一例

An Example of R.F.Selectivity

Character
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第9図

Fig.9.

/わ

ーナ∴攻:臣(A〉

､

同調回路に使用されるインダクタンス

Inductances Used for Tunning

Circuits

ノ汐′ク

楼と同じく調整の容易と選択直の良好という利点を考え

て同軸管を使用しているが,その比顧を行うためLCに

よる共振回路について考えてみよう｡複同 回路で6A

Ⅹ5の入力容量(またほ出力容量)を5pF,同調相可

変コンデンサー10pF,回路の漂遊容量を2pFとして

17pFに同調すべきインダクタンスは0･065/上Hである｡

このインダクタンスをSWG18(直径1･2mm)の鍋

で実現するためにほ単層円形線輪としてつぎの式より計

算できるし)

(27て尺ノⅤ)

.＼-.J

全巻数

線輪の半径

銅線の直径

｣町: 係数(′(

.打×10-9ガ川) ….(1)

忍=0.5cm,エ=0.065×10-6H,d=0･12cm,打=

0.36 として計算すると 〃=2 となる｡

すなわち再径10mmとして2巻きすれは所要のエが

えられる｡1.2mmの軟鋼漁を鋲メッキし,これを直径

10mmのポリスチロ→一ルポビンに巻いて一次,二次側

のコイル間隔を5mmに選んだ場合のLC塾複同 回路

および単一一同調回路の選択変相性の実測値は第10図の通

りである｡

回路単独のQを00 とL,真峯管を含めた増幅

器としてのQ(実効¢)をQ好とすると,吼と0年伊

はつぎの関係にある.二･

雛1+瑚㍑+意+
こ_ゝに γp‥ 真空管の内部抵抗

鞄g:グリッドリ←ク

R加,凪)以∠:真空管の入出力抵抗

(1(I)

第36巻

♂
｢/

㌢･･.,貫きて(イノノ､･

一-r一.JンーJ/グー----十

第8号

第10図 L-C複同調回路と同軸共振音詩

2段 続同調国路の選択度特性比較例

Fig.10.Selectivity Character of Tunning

Circuit,in Comparison with LC

Double Tunning Circuit

計算においてほ尺gJおよびγpは共振インビ←ダン

スに比して大であるから無視する｡6AK5における足拍

およひご尺別扉ほ150Mcにおいて約2.6kJプ(9)となる｡

第10図の曲線より G吻㌢を求めると単一一同詞回路にお

いて 38,複同 回路において120

より Qoを計算すると360となる｡

がえられる｡(2)式

複同

合の臨界結合係数kcは0.026である｡

一般に同 周波数における増幅度と同

た周波数における増幅度の比は複同

の式で:求められる｡

点から離れた点の増幅度

共振点の増幅度

回路とする場

点を少L離れ

回路iこおいてつぎ

が+たc2(lU′

〃(1十志プ
‥.(3)

♂:周波数/共振周波数

烏:結合係数

々c:臨界結合係数

烏≪点cとして計算した理論値を第10図に云Lて実測値と

比載してある二

一段あたF)の増幅度は

A=g-誘

【7
■

､=′m
■

り･､(二卜:

/.∴J∴

山ゾ土5由~(101
ゐ2+

1

りけり､こ

‥.(4)

真空管の相互インダクタンス
■

一次,二次回路の実効Q

一次,二次回路のインダクタンス

より･点=0.02,エ5,エ♪=0.065×10~6ご,0♪,05=38,

g加=4×10-3己Fとして計算するとA=7となり電圧増幅

度ほ17dbえられる計算である.｡

これらの値ほ実測値とほゞ一一致Lている､

』｣
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(b)同車由型共振器(同軸管) 択度特性

承械に使用している同軸管の構造寸法を第l咽に云L

てある｡

同軸管の特性インピ←ダンス乙は次式で与えられるし

斤3_17)

る=60loge=玉手

尺1:同軸管の内径

尺2:同軸管の外径

..(5)

尺1=0.225cm,β2=0.85cmであるから石】=80Jフ と

なる｡

同軸管の入力インピーダンス

る｡

Z加=ブるtanh
27rJ(7)

ス

A:使用周波数の波長

/:同軸管の右 長

る:特性インピトダンス

A=200cm,J=8cm,る=

80J2 であるから Z加=ノ19.6J2

である｡150Mc(波長200cm)

におけるインピーダンスが+ノ

19.6J2となる等価インダクタン

スほ0.021〃Hである｡

同軸管のQoは次式で与二えら

れる｡

Q｡=一声三芳1～7∴…‥(7)
150Mc(ス=200cm)に対し

すると ¢0=810 となり

実効0は(3)式より複同 回路

については 勧好=105 となるし

Z才舛 は次式で与えられ

.(6)
†
･
よ
＼
｢
･
ト

?)
丁ノ

/

./~

ゝ

＼

第11区】

Fig.11.

一

--..■U♂--‥

臨界結合係数如=0.0095 とな 一｢∠J←

る｡

ゑ=0,0095 として(4)式よ

り増幅度を計算するとA=6と

なり,電圧増幅度16dbがえら

琉㍍∴一一 J

午旺で‥チ
//

＼内･;卜片娼メソキ

｣ステローノしJ

J¢ラグ(配

同 軸 型共振器 の 寸 法

Dimensions of CoaxialType

Tunner

｢盲一貫 柔 硝

｢′′' 芸置木撒
｢1 葡｢1訂｢板
ー~7~ 耶 手

■-‖了~亨｣㌣げグ｣リブ~

｣.J._
電源♂芯才前書座州

｣
｣
ト
[
L

1電源β石棺栓庖ト】
メーター新市テ
:メータージや･･ノク

メーター返受t刀揉スイ･ソ
こセ･ソト用粛封

第12図 SEM-101型曳き罷 の 寸法㍉お よ び重量

Fig.12.Dimensions and Weights of Type SEMLlOl,

Radio Telephone Equipment

れる計算である｡すなわち同軸管はbigbCの共振回路

で選択度特性を良くL,しかもQを高く保って利得の低

下を少なくできるわけである｡.

これら理論値はほゞ実測値と-一一致Lている｡.

〔ⅤⅠ〕

以上日立SEM-101

線電話装置について,

一言

型10W移動用150Mc-FM無

その概要を紹介した｡

今回新しく生産に移された本 置が従来製作されてい

るSEFT501型50W固定尉,SEM-251型253型25W

移動用,SEM.252型25W可搬型,およぴSEM-016

型0.3W ウオ←キ←ト←キーとともに構成される綜合

立体的日立150Mc-FM通信系の一環として,日とと

もに向上しつつある需絹者の要望に応えてその卓越した

性能,構造上の特長を発揮して各方面に大いに活

ことが期待される｡

する

終りに本装置の試作実験,製品化に関して種々御指導

御鞭

民話当担

日立製作所戸塚工場幹部各位ならびに各

に深く♪ 謝申し上げる｡
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